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582　　核医学検査を用いたNicorandi1の虚血性心

疾患に対する治療効果の検討
　山崎純一1河村康明～奥住一雄1，武藤敏徳～中野

　元1，若倉　学｝岡本　淳L森下　健1，高野政明2，中

　込俊雄2三浦慶和そ丸山雄三2，（東邦大学第1内科

　同RI2）

Nicorand　i　1は冠血管拡張作用を有する抗狭心薬とし

て広く使用されているが，本剤の臨床効果を心筋シン

チグラムを用いて検討した報告はほとんどない。そこ

で虚血性心疾患症例に対し無投薬下（少くとも48時間

以上休薬）および投薬下（15mg／日を3週間以上投薬）

で運動負荷T2心筋SPEcrを施行し，本剤による治療

効果を評価した。

　対象はOM　I　4例，AP　4例でいずれの症例も労作時に

典型的な狭心症状を呈し，その診断には心臓カテーテ

ル検査や運動負荷心電図を用いた。多段階運動負荷法

により得られたinitial　imageと3時間後のdelayed

imageよりBull邑eye法を用いsever　i　ty　score

（S．S　）とwashout　rate（W－R）を算出した。

　本剤投与により狭心症状の改善ならびに運動耐容時

間の延長，PRPの上昇が認められた。またS．S．

W－Rにも改善が認められたが，高度冠動脈病変例では

必ずしも良好な結果は得られなかった。核医学検査は

N　icorand　i　1の治僚効果を判定する上で有用であった。

583　　　負荷心筋シン9グラムにおctる心拍数補正

washout　ratlo｛C・WR）評価法の有用性

　阿部11宏．渡辺　健．宮ト岳夫，池部伸彦．犬塚

　博．近藤官如．永井義一，山沢靖宏．伊吹山千晴，

　村山弘蚕亭．　｛東京医科人学2内．噺1司放射線科）

　負荷心筋シンチグラムの定＄的判定法の一一つである

washout　ratio｛WR｝に負荷時最大心拍数（maxHR）で補

fiを行ない、労作性狭心症患者においてその有用性を

検討した。i｝常者32例｛N群｝及び冠状動脈造影を脆行

した労作性狭心痘患者44例｛AP群）に、自転車1ルゴ

メ・タ負荷を施h、直後及σ3時間後の像をSPfCl法

にk撮像した。coronal像をbasa1，mid．cl　Pl（：alに3分

割し、各々についてcircumferential　proflle泓を用

いWRを求め　蔓1にこれを前壁，中隔，下　後壁，側壁

a）reglonに分けた。N群C得られた各NRはmaxHRと止

相闇を示し、mldては前壁r・O．65，中隔「－0．60．ト壁

r－0．65、側壁r－0．62（p＜0．01各々戊であった。bas－

al，aplcalにおいても有意な正相関が認められた．N

群より得られた各regionてのmaxHRとWRの回帰式に、

APポのmaxHRを代人し予想C弔Rを求め、実際のWRと比

較検討した。Rlidにお（Oる予想C－●Rを用いた場合の虚

血reg｜onのsensilivll．v．sveclf｜cityは各々82馬72X

であり、他の部位におい（ら良好な鮎果が得られた。

考察．C－WRを用いた“Ψ価法は有用であると思われた。

584　　wash。u．（rati。に及ほgHpp，心拍数．　ff齢

及G連勤耐応能の影腎（止常者における検討）

　平山陽小．渡辺　健．阿部II宏．田中　啓，中島

　均．浅原孝之．自　章，清見定道，永舛義’，山沢

靖宏，伊吹山千晴．　村山弘泰＊，（東京医科人学

　2内．＊　1司放射線科）

585　　　冠動脈疾患における運動負荷Thallium－201

SPECTの右室washout　rateにっいて

　岡野光志1．大鈴文孝1，真家伸一t，柳田茂樹‘，妹尾正

　夫ハ，永吉広和1．青崎　登’．中村治雄1．星名利文2，

　宍戸敏彦2．工藤安幸2．竹中栄一一2，（防衛医大第1内

　科‘，同放射線科2）

　近貸、負伺心筋シンチグブムの定墨的判定沃の一つ

としてwashout　ra（io｛NR｝が繁用されているが、これ

に及ほす諸因fについて検討した。対象：臨床止有意

な心疾患を有しない正常者32名（23～64才：平均41．2

才）である。方法：自転車エルゴメーターによる多段

階運勤負荷試験を行ない、180度SP｝Cl法にて直後及

び3時間後の断腐像を得た。このcorona1像よりcirc－

um「erentlal－profile法‘こ〔HRを算出し、角荷蹟最人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び　　　　　　　る’こ♪i差3数（■axHR）　、　RPP　、　年齢、　運動耐応能（●axVO2　1V

O2）、負荷持続時間（DUR）、との関係を検討した。結

果：maxHR、KPP、及び年齢とはrr－O．　63，r・O．62，（P＜0

．Ol各々）r　O．Jt　4，（P〈0．05）と有意な正相関を’JTした．bi

運動飼応能を示す各パラメー一ターとの閤にU有慧な相

関関係は認められなかった。maxHR，RPP，年齢を含んだ

重回帰式はHR・O．28●axHR・O．52RPPx10’」・O．1bAG仁12．2

4（r・0．47．P〈0．01｝であった。考案：以上より、URによ

る判定の際にはmaxHR，RPP，毎齢を考慮する必要がある

と考えられる。

　今回我々は運動負荷Tl－201心筋SPECTを用いて右室

washout　rate（RVVR）を算出し、その意義にっいて検討

した。対象は健常者10例（Group　l）、　C▲Gにて75X以上

狭窄を有するCAD患者19例のうちRCA狭窄（一）群6例
（Group　n　A）、（＋）群13例（Group　ll　B）に分類された。

RVVRは短軸心基部寄りの1sliceを用い、前壁から横

隔膜側まで4箇所のBOX　ROi（No．1～No．4）を設定し各

々のROIについて［RVVR＝（負荷直後カウント数一4時

間後カウント数）／負荷直後カウント数］より算出し

た。No．4－　ROIの平均RVVRにおいてGroup　n　B（28X）が

Group　l（45X）、　Group皿A（53X）に比べ有意に低値となっ

た。またGroup　ll　Bのうち6例はRVVRが25X以下と低値

であり、NYHA分類で＃1、＃2に高度狭窄を有していた。

以上、SPECTではPlanarに比べ右室の描出も良好であ

り、特に右室washout　rateを用いればRCA病変検出の

一助となりうると思われた。
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